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(57)【要約】
【課題】ピン端子の筐体に対する固定を確実にかつ簡易
に行う。
【解決手段】ピン端子２を固定した端子取付部材３を、
筐体１の内側から取付孔５内にピン端子の突出方向と平
行な方向Ｘに所定量挿入すると、（ａ）に示すように突
起部３ｂは取付孔５に設けた係止部５ａの側方を通り抜
け、ストッパ３ｄが取付孔５の入口部に当接し、端子取
付部材３のそれ以上の前進が規制される。端子取付部材
３の挿入後に、（ｂ）に示すように端子取付部材３を挿
入方向Ｘと直交する方向Ｙに横移動させることにより、
突起部３ｂの爪部３ｃは係止部５ａの円弧部５ｂにクリ
ック的に係止し、端子取付部材３のＸ方向及びＹ方向へ
の戻りが規制される。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体内に回路基板を収納し、該回路基板に接続した多数のピン端子の前端部を前記筐体
から外部に向けて突出し、前記前端部を相手側コネクタと接続する端子付回路ケースにお
いて、前記ピン端子を端子取付部材に並列して固定し、該端子取付部材を前記筐体に設け
た取付孔に前記ピン端子の前記突出方向と平行に前方に挿入し、挿入後に前記挿入方向と
直交する方向に横移動して、前記端子取付部材を前記取付孔に対し係止することを特徴と
する端子付回路ケース。
【請求項２】
　前記端子取付部材の上下部に突起部を形成し、前記端子取付部材の前記挿入により前記
突起部は前記取付孔に設けた係止部の側部を通り抜け、前記横移動により前記突起部を前
記係止部に係止することにより、後方への戻りを規制すると共に、前記横移動の戻りを規
制することを特徴とする請求項１に記載の端子付回路ケース。
【請求項３】
　前記端子取付部材の後部に壁状のストッパを形成し、前記端子取付部材を前記取付孔に
挿入するに際して前記端子取付部材が所定量挿入されたときに前記ストッパが前記取付孔
の入口部に当接し、前記端子取付部材のそれ以上の前方への挿入を規制することを特徴と
する請求項１又は２に記載の端子付回路ケース。
【請求項４】
　前記横移動した端子取付部材と前記取付孔の間の空間にロック部材を係合し、前記端子
取付部材の前記横移動の戻りを規制することを特徴とする請求項１～３の何れか１つの請
求項に記載の端子付回路ケース。
【請求項５】
　前記ピン端子は端子整列部材に形成した多数の整列孔にそれぞれ挿通して整列したこと
を特徴とする請求項１に記載の端子付回路ケース。
【請求項６】
　前記端子整列部材に横移動した前記端子取付部材の戻りを規制するロック部材を一体に
設けたことを特徴とする請求項５に記載の端子付回路ケース。
【請求項７】
　前記ロック部材の挿着を視認することにより、前記端子取付部材が前記取付孔に正確に
取り付けられていることを確認できるようにした請求項４又は６に記載の端子付回路ケー
ス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば車輌などの電気回路において使用される端子付回路ケースに関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　自動車等においては、各種電子機器の配線をまとめて、相手側コネクタに接続する電子
ユニットが例えば特許文献１において知られている。この電子ユニットは一端を内蔵の電
子回路に接続した多数のピン端子をケースの外部に向けて突出している。
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２７４９５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし上述の特許文献１では、多数のピン端子をケースに確実に固定するために、複雑
な機構を採用しており、コストアップとなる。
【０００５】
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　本発明の目的は、上述の課題を解決し、多数のピン端子のケースに対する固定を確実に
かつ簡易に行うことができる端子付回路ケースを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述の目的を達成するための本発明に係る端子付回路ケースは、筐体内に回路基板を収
納し、該回路基板に接続した多数のピン端子の前端部を前記筐体から外部に向けて突出し
、前記前端部を相手側コネクタと接続する端子付回路ケースにおいて、前記ピン端子を端
子取付部材に並列して固定し、該端子取付部材を前記筐体に設けた取付孔に前記ピン端子
の前記突出方向と平行に前方に挿入し、挿入後に前記挿入方向と直交する方向に横移動し
て、前記端子取付部材を前記取付孔に対し係止することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る端子付回路ケースによれば、ピン端子を挿着した端子取付部材をケースの
取付孔に対し横移動により係止し、確実な固定を行うことができる。
【０００８】
　このような構成により、端子取付部材に取り付けられたピン端子は、筐体に確実に固定
されることになり、相手側コネクタの受端子からの不時のこじり力等が加わっても、ピン
端子の姿勢が不安定になることはない。
【０００９】
　また、端子取付部材の固定後に、ロック部材が正規の位置に装着されていることを視認
するようにすれば、端子取付部材は所定位置に正しく固定されていることが確認できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明を図示の実施例に基づいて詳細に説明する。
　図１は実施例の筐体の蓋部を取り外し、前方から見た概略的な斜視図、図２は後方から
見た斜視図を示し、合成樹脂製の筐体１の壁部付近に多数本のピン端子２が合成樹脂製の
端子取付部材３に固定され、端子取付部材３は筐体１の取付孔に取り付けられている。更
に、筐体１の内部においてピン端子２の後端部は端子整列部材４を介して整列されている
。
【００１１】
　図３に示すピン端子２は、１枚の金属板を図４に示すように折り畳んでピン状に形成さ
れ、その前端部２ａ、後端部２ｂの先端は錐状とされ、中間部に切込みから成る固定部２
ｃが設けられている。なお、これらのピン端子２は筐体１に固定される位置に応じて、そ
の長さが異なるようにされている。
【００１２】
　また、ピン端子２は折り畳んで作製する以外に、例えば棒状の線材を所定の長さに切断
して、その後に上記のような端部形状や中間部の切込みを設けてもよい。
【００１３】
　図５は端子取付部材３の前方から見た斜視図、図６は後方から見た斜視図である。例え
ば、直方体から成る端子取付部材３には、多数の端子挿通孔３ａが２段にかつ並列に設け
られている。この段数は１段でも複数段でもよいが、全ての端子を１工程で均等に折曲す
ることを考慮すると、２段程度にすることが好ましい。
【００１４】
　端子取付部材３の前部の上下部には、複数個の突起部３ｂが間欠的に並設して形成され
、この突起部３ｂの一部には爪部３ｃが設けられ、更に後部の上下部には壁状の前方止め
となるストッパ３ｄが設けられている。
【００１５】
　図７に示すように、ピン端子２を端子取付部材３の端子挿通孔３ａにそれぞれ挿入し、
固定部２ｃを端子挿通孔３ａ内に固定して、前端部２ａ及び後端部２ｂを所定の位置に揃
える。その後に、ピン端子２の後端部２ｂは上方の直角方向に折曲される。なお、ピン端
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子２は折曲してから端子取付部材３に挿入してもよい。或いは、複数本のピン端子２を並
列に並べた状態で、ピン端子２の中央部の周囲に射出成型により端子取付部材３を成形し
てもよい。
【００１６】
　図８に示すように、筐体１の前方の壁部の例えば左右２個所、上下２個所の計４個所に
は、それぞれ端子取付部材３を固定するために、端子取付部材３の横方向の長さよりも稍
々長い取付孔５が設けられている。これらの取付孔５の上下面には、端子取付部材３の突
起部３ｂを通過させるための隙間を有すると共に、突起部３ｂを係止するための複数個の
係止部５ａが間欠的に設けられている。
【００１７】
　本実施例においては、図８における左右の取付孔５は左右で対称形とされ、これらの取
付孔５に挿入する端子取付部材３も左右で対称な形状とされている。図９は左側の取付孔
５に相応の端子取付部材３を挿入する場合の説明図を示している。取付孔５の各係止部５
ａの片側には、端子取付部材３の突起部３ｂに対する係合手段として、突起部３ｂの爪部
３ｃに係合するために前方に膨出した円弧部５ｂが設けられている。
【００１８】
　図８における左側の取付孔５に端子取付部材３を挿入する場合に、取付孔５の係止部５
ａ同士の間隙を端子取付部材３の突起部３ｂを図９（ａ）に示すようにＸ方向に前方に向
けて通過させ、ストッパ３ｄが取付孔５の入口部に当接するまで挿入する。次に、端子取
付部材３をＹ方向に横移動させると、図９（ｂ）に示すように突起部３ｂの爪部３ｃが係
止部５ａの円弧部５ｂを乗り越えることにより係合する。
【００１９】
　このように、突起部３ｂ、係止部５ａには、互いに係合するための係合手段を設けるこ
とで、より確実な取り付けが可能となり、端子取付部材３がＸ、Ｙ方向の移動方向を逆に
戻らないように規制することができる。この係合手段は１個所の取付孔５に対して、少な
くとも１個所あればよいが、複数個所に設けることで、端子取付部材３のＸ、Ｙ方向の戻
り移動が互いに抑制できる。
【００２０】
　なお、係止部５ａの円弧部５ｂは必要不可欠なものではなく、後述するロック部材を取
り付けることにより、組立後に端子取付部材３はＹ方向に戻ることが規制されるので、省
略してもよい。
【００２１】
　横移動後の取付孔５では、取付孔５の左端、右端の何れかに、空間が生じている。この
空間に図１０（ａ）に示す直方体から成るロック部材６ａを挿入することにより、端子取
付部材３の横移動つまりＹ方向の戻り移動を更に確実に規制することが可能となる。この
場合に、上下の空間に同時に挿入するための（ｂ）に示すロック部材６ｂを用いることも
できる。
【００２２】
　また実施例では、左右の端子取付部材３はこれらの間隔が拡がるように相互に反対方向
に横移動するので、左右の取付孔５では中央側に空間が生じている。従って、左右の取付
孔５に生じた２つの空間を同時に挿入するための図１０（ｃ）に示すロック部材６ｃ、更
には４個の空間に同時に挿入するための（ｄ）に示すロック部材６ｄを用いれば、取付作
業を短縮することが可能となる。
【００２３】
　また、図示は省略しているが、取付孔５、ロック部材６の外縁に目印を設けることで、
適正な個所、位置に、確実に端子取付部材３、ロック部材６が取り付けられているかを確
認することができる。
【００２４】
　図１１はピン端子２を固定した端子取付部材３を筐体１に装着した状態の斜視図である
。上方に曲げられたピン端子２の後端部２ｂは、図１２に示すピン端子２ごとの多数の整
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列孔４ａを有する端子整列部材４により固定されている。
【００２５】
　上方に向けて曲折されたピン端子２の後端部２ｂは、図１、図２に示すように水平に配
置された端子整列部材４に対して上方に向けて挿通され、どの端子取付部材３に取り付け
たピン端子２も、その後端部２ｂの上端は所定位置に揃えられている。
【００２６】
　また、端子整列部材４の一部には、挿着後の端子取付部材３の移動を規制するためのロ
ック部材６ｅが一体的に形成されている。図１、図２に示すように、移動した左右の端子
取付部材３により生じた空間内にロック部材６ｅをそれぞれ嵌合することにより、図１０
に示すような別体のロック部材６を用いることなく、取付孔５に固定された端子取付部材
３のそれぞれの横移動が戻らないようにロックすることができる。
【００２７】
　また、ロック部材６ｅを端子整列部材４に付設することなく、端子整列部材４を取付孔
５に固定した上述したロック部材６ａ～６ｄの後端部に当接させることで、ロック部材６
ａ～６ｄの固定を行うことができる。
【００２８】
　端子整列部材４は図１、図２に示すように端部及び中央部を筐体１に挿し込むと共に、
筐体１の保持部１ａにより固定される。また、端子整列部材４によって整列されたピン端
子２の後端部２ｂの上端は、筐体１内に収納される回路基板の回路パターンに半田等によ
り接続される。
【００２９】
　上下の端子取付部材３のピン端子２の前端部２ａは、一括して筐体１の所定位置から外
部に整然と突出され、相手側コネクタの受端子に対応して接続を行うことができる。筐体
１の外部には、ピン端子２の前端部２ａを保護すると共に、相手側コネクタのガイドとな
る筒状のガイド部７、及びその内部に板体部８が右側と左側の端子取付部材３ごとに設け
られている。
【００３０】
　このような構成により、端子取付部材３に取り付けられたピン端子２は、筐体１に確実
に固定されることになり、相手側コネクタの受端子からの不時のこじり力等が加わっても
、ピン端子２の姿勢が不安定になることはない。また、端子取付部材３の固定後に、ロッ
ク部材６が正規の位置に装着されていることを視認することにより、端子取付部材３は所
定位置に正しく固定されていることが確認できる。
【００３１】
　また、実施例においては取付孔５を複数個設けているが、単数であってもよいし、端子
整列部材４は必要不可欠なものでもない。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】実施例の端子付回路ケースの前方から見た概略的な斜視図である。
【図２】後方から見た斜視図である。
【図３】ピン端子の斜視図である。
【図４】ピン端子の断面図である。
【図５】端子取付部材の前方から見た斜視図である。
【図６】後方から見た斜視図である。
【図７】ピン端子を端子取付部材に挿着した状態の斜視図である。
【図８】筐体に設けた取付孔の斜視図である。
【図９】端子取付部材を取付孔に挿着する状態の一部を切欠した斜視図である。
【図１０】ロック部材の斜視図である。
【図１１】端子取付部材をケースに装着した状態の斜視図である。
【図１２】端子整列部材の斜視図である。
【符号の説明】
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【００３３】
　１　筐体
　２　ピン端子
　３　端子取付部材
　３ａ　端子挿通孔
　３ｂ　突起部
　３ｃ　爪部
　３ｄ　ストッパ
　４　端子整列部材
　４ａ　整列孔
　５　取付孔
　５ａ　係止部
　５ｂ　円弧部
　６ａ～６ｅ　ロック部材
　７　ガイド部

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】
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